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租
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占
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一
八
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蛇
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三

郎
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一

緒
…

言

租
税
は
強
制
的

の
公
課
で
あ
る
。
從
う
て
租
税
を
負
撚
す

る
私
経
済
は
非
常
な
苦
痛
を
感
じ
、
経
済
界
が
好
況

で
各
私
縄
濟

に
飴
辮
の
あ
る
塒
に
て
も
此
苦
痛
を
輕
減
せ
ん
ε
努
力
す

る
。
然
れ
こ
も
好
景
気
の
際

に
行
は
る
玉

租
税
負
捨
軽
減

の
運
動
は
多
少
御
祭
り
氣
分
を
帯
び
て
居
る
。

か
の
経
済
界
の
傾
向
逆
縛
し
人
魚
険
悪
ε
な
れ
る

時
の
塵
減
税
運
動

に
至

っ
て
は
、
全
く
事
情
を
異

に
す

る
の
で
あ
る
.
私
経
済
の
窮
迫
の
結
果
第

一
に
問
題
ε
な

る
の
は
強
制
的
支
出
即
ち
租
税
で
あ

っ
て
、窮
乏
せ
る
私
経
濟
は
此
方
面

に
於
て
幾
分
の
蝕
裕
を
求
め
ん
ξ
す
る
。

故

に
不
景
氣
の
際

に
於
り
る
塵
減
税
運
動
は
云
は
ば
生
存

の
問
題
に
交
渉
を
有
す

る
も
の
で
あ

っ
て
、
逝
來
租
税

蛋
澹

の
問
題
が
漸
く
眞
創
味
を
帯
び
來

つ
た
所
以
も
全
く
比
熱

に
立
脚

し
て
み
る
。

現
に
我
国
の
當
面
の
問
題
こ
し
て
.
都
會
ご
地
方
ざ
の
両
方
面
に
於

て

租
税
負
撫
過
重
の
非
難

が

起

っ
て
る

る
。
田
舎
の
農
民
が
租
税
の
負
捲
に
耐
え
兼
ね
地
方
費
の
軽
減
を
求
む
る
が
其

一
で
あ
る
。
讐
業
穐
磨
止
を
正
面

の
綱
領
ざ
し
、
實
業
界
の
腐
識
者
が
組
織
的
運
動
に
徒
事
せ
る
が
其
二
で
あ
る
。
故
に
我
國
現
實
に
於
け
る
租
税



負
憺
の
問
題
は
農
業
者
封
商
工
業
者
を
中
心
ε
し
て
波
紋
を
謡

い
て
る
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
波
紋
は
財
界
の

不
況
ε
相
ま

っ
て
共
渦
巻
を
大
に
し
て
み
る
。

我
国
の
租
視
負
撫
が
公
卒
な
b
や
否
や
の
問
題
は
、
財
政
理
論
よ
り
演
繹
的
に
研
究
す

る
事
が
出
京

る
が
、
更

に
方
針
を
攣
じ
理
論
上
の
潜
挙
負
捲
が
實
際
上
幾

仰
迄
有
効
に
行
は
れ
得
る
か
を
調

べ
る
必
要
が
あ
る
。
而
し
て

.
吐
露
納
的
研
究
た
る
や
、
軍
に
學
術
的
興
味
を
を
、
る
に
止
ま
ら
す
、
軈
て
は
現
實
の
我
国
の
租
税
質
権

の
問
題

を
解
決
す
る
に
必
要
歓
く

べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
余
は
農
業
者
ε
商
業
者

ε
の
比
較

に
重
心
を
置
き
、

我
國
の
租
税
負
措

の
駄
呪
に
つ
き
統
計
的
研
究
を
試
み
る
。
先
づ
研
究
方
法
を
明
に
す

る
。

第
二

租
税
員
推
の
研
究
方
法

租
税
負
推

の
輕
重
は
、
.通
常
租
税
負
撚
額
を
分
子
ε
し
、
戸
敷
、
人
口
数
、
財
産
、
所
得
等
を
分
母

ε
す

る
分

散
に
て
示
さ
れ
て
み
る
。
而
し
て
紛
母
が
財
産
額
叉
は
所
得
額

の
如
く
金
額
に
て
示

さ
る
N
特
に
は
租
税
負
撚
は

相
封
敷
に
て
現
は
れ
、
戸
撒
、
人
口
数
等
の
金
額
以
外

の
敷
な
る
時
は
絶
蜀
金
額
`
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
租
税

負
捲
を
研
究
す

る
に
當

っ
て
は
、
此
分
藪
の
分
子

ξ
分
母
蓬
の
両
部
分
を
明
に
す

る
を
要
す

る
。

第

一
は
分
子
た
る
租
税
負
推
頌

の
問
題
で
あ
る
.
我
国
の
租
税
は
大
髄
國
税
ご
地
方
税

ε
の
二
つ
に
分
れ
る
。

租
税

ε
名
の

つ
く
も
の
全
部
絶

っ
て
國
樵
地
方
税

の
合
計
を
網
羅
す
る
の
も

一
方
注
で
あ
る
、
か
の
租
礎
質
櫓

の

国
際
比
較
の
如
き
場
合
に
は
此
方
法
が
用
ひ
ら
れ
て
る
る
。
然
れ
こ
も

一
国
の
内
部
に
於
て
1

例

へ
ば
商
業
者

ご
農
業
者
ご
の
一

食
婚
を
比
較
す

る
際

に
は
、
更

に
限
定
を
加

へ
る
必
要
が
あ
る
。
蓋
し
国
税
の
少
か
ら
ざ
る

號
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説

苑

租
税
貢
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地
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別
研
究

第
十
五
巻

(第
四
號

[
四

二
)

六
二
〇

わ

部
牙
に
は
一

嘗
て
小
川
博
士
の
算
定
せ
ら
れ
し
如
く
-

間
接
税
が
存
在
し
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
間
接
税
の

負
播
な
る
も
の
は
納
税
者
よ
り
権
穐
者
に
轄
嫁
す

る
を
常

ε
す
る
が
故

に
、
負
撚
分
散
の
結
果
を
生
じ
、
特
定
の

私
経
済
が
幾
何
の
間
接
税
を
負
澹
せ
り
や
を
明
に
す
る
を
得
な

い
。
從
っ
て
間
接
税
を
除
き
た
乃
租
税
即
ち
轄
嫁

の
可
能
少
き
租
税

に
し
て
、
始
め
て
、
相
貌
負
捲

の
研
究
対
象

ε
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
國
挽

に
於
て
は
直

接
国
税
の
み
の
負
捲
額
を
調

べ
得
る
の
で
め
る
。
次
に
地
方
税
は
或
は
直
接
國
[視

の
附
加
税
ノ
〕
し
て
叉
は
特
別
税

窪
し
て
徴
牧

せ
ら
れ
て
る
る
。
叉
課
税
主
艦

の
如
何
に
よ
り
地
方
桃
を
更

に
府
縣
税
ξ
市
町
村
枇
ご
に
分

つ
事
が

出
家
る
。
我
国
の
現
代

に
あ
り
て
は
地
方
税
の
負
櫓
が
可
な
り
重
大
な
る
問
題
ε
な

っ
て
み
る
か
ら
、
此
方
面
に

も
是
非
着
目
す

る
必
要
が
あ
る
。
要
す
る
に
租
税
負
搬
額
ざ
し
て
分
子
に
掲
ぐ

べ
き
も
の
は
直
接
国
税
ε
地
方
税

ε
の
両
者
で
あ
る
、
假

に
直
接
税
な

る
名
を
以
て
呼
ん
で
概
く
。

第
二
は
分
母
の
問
題
で
あ
る
。
分
子
π
る
租
税
負
据
額
は
此
分
母
を
得
て
始
め
て
意
味
を
な
す
の
で
あ
る
。
蓋

し
租
税
負
撚
額
其
者
は
軍
に
そ
れ
だ
け
の
事
實
で
あ
っ
て
、
他

の
事
實
ご
結
び
付

い
て
始
め
て
意
味
を
な
す

か
ら

で
あ
る
。
普
通
、
分
母
ピ
し
て
人
口
、
戸
敷
を
採
用
し

一
人
断
り
叉
は

一
戸
當
り
租
税
負
櫓
額
を
・調

べ
る
事
ε
な

っ
て
み
る
。
現
に
主
税
局
統
計
年
報
書
の
如
き
次

の
敷
字
.を
獲
表
し
て
み
る
。

醐
+
二
軸

聞
+
三
年

嘲
+
四
年

歪

奉

同

・峯

同

三
年

同

塁

・

葦

・

車

回

七
年

同

牟

喜

杁
劃

、劃

、、剥
.
」
劃

一
動

-
鄭
「

勤
.
蝋
到

幽
罰

、割

判

到

天

雷

り

莞

　

E
杢

　
豊

山ハ三
五

耳
・
発

覚

(

套

「

　
.
6

ゼ
.塁

九
匿昊

=
.
男

黙
れ
こ
も
租
税
の
負
捲
額
な
る
も
の
は
、
人
口
幾
何
戸
敷
幾
何
に

つ
き
幾
億
魁
ε
定
ま

つ
だ
も
の
で
な
く
、
從

1)小 川博士=間 接税の整理為論ず(纒 濟論叢第十四巻1〔渇.一10フ頁)

2)主 税局第三十七一 四十七回統計隼報書=直 接脱員橡麺表

`



つ
で

一
人
當
り

}
戸
當
b
租
税
負
擢
額
に
上
下
¢
限
界
を
附
し
得

る
も

の
で
も
な

い
。
尤
も
租
税
を
質
権
す

る
の

は

一
国

に
位
す

る
人
民
な

る
が
故
に
租
税
負
推
ビ
八
日
、
戸
敷
ε
の
間

に
關
係
の
存
す
る
事
は
疑
な
き
事
實

で
あ

る
が
、
一

か

の
人
目
統
計
の
場
合
ご
異
り
i
一
其
關
係
は
決

し
て
直
接
的

の
も
の
で
な

い
。
租
税
負
推
頌
ε
の

驕
係
が

.
1

層
覆

な
.る
も

の
を
求
む

べ
ん

ぱ
、
寧

ろ
握
磐

の
経
済
力
を
反
影
す

べ
き
財
産
大
勝

骨
を

澤
ば
ね
ば
な
島

。
然
ら
ば
所
得
、
財
産
の
何
れ
に
決
す

べ
き
か
。
両
者
の
中
財
産
は
静
的
な
る
が
故
に
公
債
の

如
・
。
再

的
性
質
を
有
す

る
も
の
ε
比
較
す

る
の
が
便
利
で
あ
る
。
反
之
租
税
は
経
常
牧
人
に
し
て
各
私
縄
濟
は

芳

之
を
負
推
せ
ね
ば
な
畠

か
ら
、
租
税
負
癖
額
ε
比
較
す

べ
き
経
済
力
こ
し
て
は
財
産

よ
り
も
寧

ろ
動
的
の

所
得
の
方
が
優

っ
て
み
る
。

.

租
税
負
捲
を
調
査
す
る
標
準

-し
し
て
、
第

「
に
分
子

こ
し
て
直
接
国
税
ご
地
方
椀

`
よ
り
な
る
直
接
税
を
採
用

し
、
第
二
に
分
母
ご
し
て
所
得
を
算
定
し
、
直
接
挽
額
ε
所
得
額
ε
の
比
率
の
大
小
に
-ら

て
租
税
負
措

の
輕
重

を
示
す
事
ご
し
た

藪
に
問
題

ご
な
る
の
は
租
枕
負
推

の
輕
重
を
現
は
す

べ
き
此
分
敷
を
箇
別
的
に
算
定
す

べ
き

や
又
は
綜
合
的
に
研
究
す

べ
き
ぬ、
の
黙

で
め
る
。
綜
合
的
研
究

に
あ
っ
て
は
国
民
経
済
塗
膜

の
立
場
よ
り
出
獲
し

各
私
経
済

の
負
婚
に
及
ば
ん
ε
す
る
の
で
あ
る
。
箇
別
的
方
法
ご
は
各
私
経
済
其
者
に
つ
き
て
標
本
調
査
を
行
ひ

以
て
結
論
を
下
さ
ん
ピ
す

る
の
で
あ
る
。
農
業
者
及
び
商
業
者

の
租
税
負
捲
を
調

べ
る
に
當

っ
て
も
、
此
二

つ
の

態
度
が
分
れ
る
の
で
あ
る
。

、

第
三
.
直
接
税
員
推
の
標
本
調
査

談

曲苑

租
挽
貢
櫓

の
地
⊥万
別
研
究

第
十
五
巻

(第
四
號

一
四
三
∀

六

二

}

9

一
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説

苑

租
税
資
撒
の
地
方
別
研
究

'

第

+
五
巻

(第
四
號

一
四
四
)

六
二
二

`

商

業
者
農

業
誉

の
租
税
負
欝

蟹

に
閲
し
、
襲

撃

の
肇

調
査
が
試
み
ら
れ
て
み
る
。
今
其
袋

的
の
も
の
ざ
し
て
、
醜
声
博
士

の
引
用
せ
ら
れ
た
調
査
ε
、
最
近
獲
表
せ
ら
れ
π
る
福
島
縣
農
會
、
帝
国
農
會

の

調
査
を
揚
げ

る
。

神
戸
博
士

の
引
用
せ
ら
れ
た
の
は
、
明
治
四
+
三
年
の
宇
響

霧

監
督
局
の
調
査
に
か
ミ

材
料
で
め
。
。

の

肉
細
所購

.全
直
構
税
瀞

明
治
四
寵
。蝿

税
務
監
調
馬
が

・
由
機
織

此
数
字
に
よ
れ
ば
農
銭
は
商
工
薯

よ
b
も
二
割
方
重
き
重
縫

を
籍

し
て
み
る
の
で
あ
る
。
再

博
士
は

の

　

最

近

の
材
料

に
よ
り
同
様

の
結

論
を
得

ら
れ
た
様

で

あ

る
。

帝
國
農

會

の
名

に
於

て
獲
表

せ
る
商
農
相

桃
負
搭

比
較
は
大

正
十
年

度

の
調
査

に

か

、
り
、
大
艘

次
の
内

容
を

有

し

て
み
る
σ

,

商
農
相
税
員
櫓
比
較

(帝
國
農
會
調
査
)

「

「愛
知
縣
.西
春
日
井
郡
地
圭

一
、
調
査
圭
膿

二
.、
大

正
十
年
度
租
税
負
撫
額

嚇果
京
山巾
芝
画
一臼
、北
小
商

流
動

数風
水

}
萬
四隅
、

ラィ
総
額

〔圓

)

}
ケ
部
費

上
八
萬
尉
・純
益
五
千
圓.

所

得

税

二
〇話
・O
O

儲習

業

税

=
ハ0
90
0

白
H曲
胃市平
税

一…ゼ
・0
0

家

屋

税

七
・8

計

.六
義

・
.ヨ

回
附
加
税

同
附
加
税

荷

車

税

回
附
加
稔

(イ.

村 縣 所 地 反

得1檬

税 雄 視 租 甘1　

圓

田
地
+
三
町
歩

畑
七
町
歩
所
有
、契
約
小
作
料
高
二
百
石…

)

四
。
.
六
〇
一

三
(
凸
0

一

一(
・
8

芒

・吾

六

七'
或'
岨
碁5轟 団

畑一
・零

∵
菖

一丁
署
　二

天
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、

三
、
所
得
額

に
封
ず

ろ
租
税
貢
措
輩

四

、
直
接
國
税
ミ
地
方
税

ぐ」
の
割
合

ラロ
直
接
國
挽

く

　

　「杢

・8

直
接
国
税

藍
%

直
接
國
砒

晃
属

地

方

税

直
接
税
合
計

所

得

領

円

円

円

二五
「T
一〇

大
竃
・
一8

丑
δ
0
0
・O
O

地

方

税

直
接
税
合
計

吾
温

室
禧

地

方

税

直
接
税
合
計

圏
お
瑞

一
、
8
0
%

計

う・
直
接
固
視

く
　

　ド

盗
四
二
〇

直
接
国
税
く
衛

直
接
固
視

一一果
緬

一
四
ち
四

=

・E
O

地

方

視

直

接

税

A「
計

所
得

頒

ロ

　

　

一、窒

　⊥
o

ミ
杢

?

昔

者
、四
〇
〇
・
o
o

地

方

税

直
接

税

合

計

二蒼
%

三
蓋

鮨

地

方

税

直
接

税

合

計

芸

　一%

「
OO
O
%

此
結
果
を
眞
な
b
ε
せ
ば
、
農
業
者
は
商
業
者
の
三
倍
の
租
税
を
負
推
し
て
み
る
。
而
し
て
商
業
者
が
直
接
國

税
六
割
地
方
税
四
割
の
割
合
な
る
に
、
農
業
者
は
國
挽
二
割
五
分
地
方
税
七
割
五
分
で
あ
る
。

、
幅
島
縣
農
舎
に
於
て
は
大
正
九
年
度
及
び
十
年
度

の
両
年
度
に
わ
た
り
農
商
工
租
税
負
捲
比
較
を
行

っ
た
。
帝

函

農
會
の
調
査
異

に
官
響

韓
載
せ
ら
れ
て
ゐ
福

農
商
工
租
税
責
櫓
比
較

(編
島
縣
農
會
調
査
〕

-
租

農
業
者

}

1

一

》

ー

-

～

大
正
九
年
度

税

頁

楯

額

　

流

接

圃

祉

吾
九

地
鑑

離

駿

戸計

・

「
、碧
O

直

接

税

合

計

一
、九
合

所
.

得

頷

五
、(金

談

苑

租
税
貢
櫓

の
地
方
別
研
究

大

正
+
年
度

　
五
晃築
地
究
五

一
露
命

=
九
窒

五
べ
全

商
業
者

-

1

一

}

一

l

J

大
正
九
年
度円

四
黒茶
〇
三
九
可禿

穴
冠蚕

五
、
五
六
九

第
+
五
巻

大

正

+
年

度円

.

闇
黒=ハ

.四.

兄
四

三近
く

合
四

寒
五
究

〔第
四
號

一
四

五
)

工
業
着

-

一

1

}

1

-

1
～

大
正
九
年
度

一蓋合言九
層

犬
九
E
三

菩
美
督

六

≡

二

大
正
+
羊
皮　

一
杢

一
六
ゼ

一き註
七

六
…免

五
、其
`
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》,

翫

苑

租
税
員
搬
の
地
方
別
研
究

二
、
所
得
類
に
謝
す
る
租
税
貨
櫓
…牽

直

接

国

税

.
　

鷹

直

接

税

合
計

比
率

(農
業
者
標
準
)

二
、
直
播
㎝剛
麓

ミ
地
方
税
こ
の
…割
合

直

接

國

稀

'

地
鑑

離
評

直
接
税
合
計

%倉先
天
〇

一莞一〇
鼠

一…憂
き

大

乱
〕「六

廿禦

一
δ
8

.

合金一夫垂

蓉

温

…寿「一豊門先歯
冠

屠

9
て

第

十
五
巻

(第
四
號

一
四
六
)

六

二
.四

〈
〇一天蟹六カ

一究畳
駈

E
翫

一空一石
開

国
{窺

一
、8

0

四 階1ゴ{耳 ユ 〈
レ臼 距1.駐.=枷o聾き四

二
些
困
野

一
δ
O
〔〕

吾西乗

.

豊一9
　
・二
堀

悶
設

繭

O

美
大
量

八

一
δ
O
O

春着熊大門
=
四

三
四
%

醤

二

　…杢
元

ゼ

乱
天

一
δ
8

商
工
業
者
が
國
椀
ε
地
方
税

ご
に
略
全
額
の
租
税
を
支
挑

へ
る
に
反
し
、
農
業
者
に
あ
り
て
は
地
方
税
七
割
五

分
国
税
二
割
五
分
の
割
合
で
あ
る
。
叉
所
得
に
封
ず
る
比
攣
は
農

一
〇
〇
に
嚇
し
商
工
が
三

一
乃
至
四
五
亡
な
っ

て
み
る
。

何
れ
の
調
査
に
よ
る
も
、
農
業
者
は
商
工
業
者
よ
b
負
擢
重
き
事
且

っ
農
業
者
の
負
播
重
き
は

一
は
地
方
税
の

過
露
な
る
黙
に
存
す
る
事
が
明
で
あ
る
。

こ
れ
標
本
調
査
に
よ
る
直
接
税
負
捲
の
結
果
で
あ
る
。

此
種
の
調
査
は
特
定
の
私
経
済
に
つ
き
其
収
支
状
態
を
朋
に
し
把
の
で
あ
る
か
ら
、
統
計
数
字
は
現
貴
妹
を
帯
.

ぴ
て
る
る
蕪
が
非
常

の
長
所
で
め
る
。
熱
れ
こ
も
宇
都
宮
の
商
業
者
ε
云
ひ
、
愛
知
縣
の
地
主
ハ
芝
偏
[の
白
米
商



幅
島
市

の
農
工
商
ご
云
ひ
、
此
統
計
に
現
は
れ
た
る
私
縄
濟
其
潜
が
、
果
し
℃
我
国
に
於
け
る
農
業
者
商
工
業
者

の
典
型
的
の
も
の
な
b
や
否
や
に
至

っ
て
は
、
頗
る
疑
無
き
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
問
題
は
當
該
私
経
済
を
標
本

ご
し
て
調
査
容
艦

に
選
挿
せ
し
事
そ
れ
自
身

に
存
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
更

に
租
税
負
澹
の
比
率
を
示
す
際

に
用

ひ
だ
る
分
母
た
る
所
得
が
問
題
で
あ
る
。
聯
戸
博
士

の
塒

に
は
自
由
所
得
ε
な
り
、
幅
臨
縣
農
會

に
て
は
椀
務
署

の
所
得
決
定
鎖
ε
な
b
、・
帝
国
農
會
に
て
は
純
益
叉
は
契
約
小
作
料
に
な
っ
て
み
る
。
此
分
母
の
定
め
方

}
つ
で

負
撚
の
輕
重
に
非
常
に
異

っ
た
数
字
を
齎
す

の
で
あ
る
。

要
す

る
に
本
調
査
は
、
農
業
者
商
業
者
の
租
税
負
措
を
各
私
経
済
に
閲
し
標
本
的

に
調
査
し
た

る
に
止
ま
り
、

か
の
統
計
に
重
ん
ず

べ
き
悉
皆
大
量
観
察

の
黙
が
欠
け
て
み
る
の
で
あ
る
。
問
題
を
明
瞭
な
ら
し
む
る
爲
め
に
、

箇
別
的
研
究
を
離
れ
て
国
民
経
済
的
立
場
よ
り
.綜
合
的
研
究
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
。

第

四

直

接

税

員

捲

の
地

方

別

研

究

・

農
葉
者
ご
商
業
者
ξ
の
租

税
負
撚
に
つ
き
悉
皆
大
量
親
祭
を
行
は
ん
ξ
せ
ば
、
我
園
生
禮
に
於
け
る
農
業
者

の

租
税
負
推

韻
ご
所
得
金
額
ξ
割
合
を
明
に
し
、
是
を
我
国
全
禮

の
商
業
者
の
租
税
負
捲
ε
所
得
金
額
蓬
の
割
合
に

比
較

せ
ね
ば
な
ら
漁
。
然
し
此
事
は
現
今
の
我
国
に
於

て
は
不
可
能

に
属

し
て
み
る
。
果
た
ε

へ
凡
て
の
商
業
者

凡
て
の
農
業
者
の
齎
す
全
部
の
所
得

ご
租
税
負
撫
額

ざ
を
明
に
し
得
た
所
で
、
農
業
者
の
管
む
商
人
的
事
業
、
商

業
者
の
從
事
す

る
農
業
的
事
業
を
如
何

に
取
扱
ふ
べ
き
か
に
就

て
問
題
を
生
す

る
。
悉
皆
大
量
観
察
に
つ
か
ん
ご

せ
ば
商
機
の
画
分
が
曖
昧
ε
な
り
、
叉
商
業
所
得
ご
農
業
所
得

`
の
匠
別
を
明
確
な
ら
し
む
る
鯛
め
に
は
標
本
調

説

苑

租
税
負
循
の
地
方
刷
研
究

第
十
五
巻

(第
四
號

一
四
七
)

六
二
五

、

、



「

馬

辱

」

設

苑

、
租
税
貢
櫓
の
地
方
別
研
究

第
十
五
巻

(第
四
號

一
四
入
)

六
二
六

査

の
弊

に
陥

る
を
免

れ
得
な

い
の
で
あ

る
。

薙

に
研

究
方

法
は
行
詰
ま
ら

ざ

る
を
得

な

い
。

余

は
嘗

て
我

が
国
民
所

得

の
地
方
別

研
究

を
試
み

た
の
で
あ

る
。
而

し
て
、
東

京
を
中
.心
ど
す

る
關
東

地
方
、

大
阪
を
中
心
ε
す

る
近
畿
地
方
、
仙
塁
を
中
.醤

す
る
東
北
地
方
、
名
古
屋
を
中
心
ε
す
る
中
部
地
方
、
鹿
島
を

中
心

こ
す
る
中
国
地
方
、
丸
艶
を
中
心

ε
す

る
四
囲
地
方
、
熊
本
を
中
.塘
ε
す

る
九
州
地
方
の
各
地
方
に
於
て
、

国
民
所
得
の
分
配
及
び
構

厭
に
異
常
な
る
差

別
あ
る
を
明
に
し
π
。
国
民
所
得
の
構
成
を
見

る
に
、
東
京
大
阪
を

中
心
ε
す
る
關
東
近
畿

の
両
地
方
は
商
工
業
所
得
殊
に
法
人
所
得
に
重
.心
を
撞
い
て
む
る
。
然
る
に
他
の
地
方
に

へ

於
て
は
1

特
に
東
北
地
方
を
極
端
ε
す
る
が
-

農
業

に
依
存
す

る
事
が
比
較
的
大
で
め
る
、
故
に
我
が
国
民

経
済
な
る
も
の
を
商
工
業
中
Y心
の
地
方
ε
農
業
中
心
の
㎜地
方
ご
に
分

つ
事
が
出
家
る
。
此
地
方
的
差
異
あ
る
事
に

着
眼
し
、
余
は
此
等
者
地
方
の
直
接
税
負
撚
の
状
況
を
明
に
し
た

い
の
で
み
る
。農
業
地
方

ε
商
工
業
地
方
・し
の
租

撹
負
搭
の
状
況
異
ら
ば
、
以
て
農
業
.者
ざ
商
工
業
者
、巴
の
租
税
負
携
の
軽
重
を
比
較
す
る
に
便
な
る
が
故
で
あ
る
。

租
税
負
捲
を
示
す

に
當
り
、
分
子
毒
し
て
は
直
接
國
税
及
び
地
方
税
の
負
推
額
を
採
用
し
、
国
民
厨
得
の
金
額

を
分
母
ε
し
な
の
で
あ
る
。
国
民
所
得
を
算
定
す
る
に
は
種
々
の
方
法
が
存
在
し
て
み
る
が
、
余
は
大
盤
所
得
税

の
課
税
物
件
・こ
な
っ
て
み
る
も
の
及
び
此
よ
り
直
に
推
定
し
得
ら
る
N
も
の
、
み
を
国
民
所
得
ざ
し
た
の
で
あ
る

從

っ
て
性
質
⊥
所
得
税
を
課
せ
ら
れ
ざ
る
も

の
、
金
額
の
關
係
上
所
得
税
の
裸
視
の
範
園
外

に
あ
る
も
の
、
所
得

税
を
通
脱
せ
る
國
民
所
得
の
三
種
は
、
之
を
除
外
し
π
。
共
結
果

分
母
セ
る
國
氏
所
得
は
所
謂
国
民
所
得
な
る
も

の
よ
り
増
加
レ
、
他
面
此
分
母
を
以
て
租
税
負
癖
額
を
割
り
た
る
租
税
負
擢
の
比
率
は

一
般
に
算
定
せ
ら
れ
て
る

る
数
字
よ
b
も
増
加
す

る
事
ε
な

っ
た
。
熬
れ
こ
も
材
料
の
同

一
性
を
保

つ
關
係
上
、
此
方
注
が
優

っ
て
み
る
の

6)拙 稿;我が国民所得の地方別研究(縄 濟論叢第十四巻6エ9..636頁828..850頁)



'

響

で
あ
み
。
直
接
國
枇
は
更
に
地
租
、
所
得
税
、
替
業
椀
、
鑛
業
視
、
賢
藥
螢
業
視
及
び
取
引
断
管
業
撹

〔大
正
四

年
以
後
)
に
分
れ
て
み
る
。
學
問
上
よ
り
云

へ
ば
,
更
に
戦
時
利
得
税
、
相
綾
税
、
狩
徴
発
許
粉
を
加

へ
ね
ば
な

阪大 京東 園全
一Ar{一_{r
一國 直 地 直 國 蔭 地 直 國 直 地 面

。 接 轟 接 。 接 盛 服 援 護.。

豊・馨鷹 国所馨鱗 ・所馨鱗 ・
得 計 脱 税 換 得 計 硯 脱 税 得 計 租 税 税

ら

ぬ
が

、
統

計

の
郡

合
土
暫

く
其
儘

に
置
く
。
.

劉

鞘

輯
三年

野

卑

大
正
黍

ヂ
田

干
円
.

†
円

干
円

西
五
、茜

届

書
　{3

三

三
穴
、〈
四
n

薯

δ
O
ゼ

尭

な
窒

交

、八
二
囲

窒

、
犬
七

炎

、馨
.A

一碧

、九
二

一吾

、
元
凶

荒
く
三

Ω

石
一
、八
景

一」突

、
西

=

茜

、冨
三

三
〇
(
.穴
四
五

同
二
年

岡
三
年

回
四
年

千
田

干
田

ヂ
H

…閏
三
、
元

=

四〇
、九
星

西
四
-
一さ
=

三碧
、八突

起
『
芒

A

穴
(
、
一註

文

、濡
〇
四

六六
、
竪
六

一
晃

、(
茜

[只

δ
四五

　只

、四
四
圏

δ
八
、究
O

天
『

マ葬
=

典

、
一七
〇

雇
{犬
歯

乃

一蓋

、
四忌

　三
三
、六
く
四
皇
壱
、。
豊

三
呂

、九
=

三
三
、三
最

同

五
年

同

干
胃

弱
㎝=
九
思

大
聖

=
六

=
圏
、〈
全

天
四
δ
0
0
.

三
三
[ハ、九
〇
ゼ

六
年

同

手
旧

き
二
、
】8

八
二
δ

君

r

三
八
、
一芸

三

〇
、
究
二

四
一
こ
、二
為
晶

七
年

同

干
円

一
西
「
{ハ三

己

『
二三
ビ

五
八
読
孟

美

二
、薯

二

五
〕四
、三
盆

久
年千百

讐
亜
、
二く
窯

遡
誉

三
「雪

曇
δ
、伽
藍

老
君
、晃
六

菖

二
、五
会

得

八二

、嚢

(
八
{ハ、
四
四
(
九
=
四
、=
【三

一
、〇
三
、灯
玉

突

三
、尖

莞

輩

八
些

些

、
=
竺

、
碧

.四
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説

苑
.

租
税
員
櫓
の
地
方
別
研
究
.

第
+
五
巻

(第
四
號

一
五
四
)

六
三
二

直

接
税

合
計
が
國
民
所
得

に
蜀
す

る
割
合

を
冷
國

に
就

て
見

る
に
、
明
治

四
+

二
年

よ
り
大
正
四
年
迄

は
三
割

二
三
分
を
占
め
、
大
正
五
年
以
後
二
割
塁
に
下
っ
て
み
る
。
こ
れ
世
界
職
璽
を
中
.馨

し
て
租
税
負
搬
額

の
増
加

以
上
に
国
民
所
得
が
増
加
し
だ
か
ら
で
あ
る
。
此
を
各
地
方
に
比
較
す
る
に
、
全
国
李
均
牽
以
下
の
も
の
は
東
京

大
阪

の
「.苑

坊

の
み
隠

他
地
方
は
凡
て
真
星

の
無

で
あ

・
。
仙
蘂
量

・
て
は
常
に
四
五
割
の
所
を
維
持

し
て
み
る
・
又
世
界
戦
争
を
中
・恥
ε
し
て
の
負
撰
率
の
減
少
は
東
京
大
阪
の
み
が
特
に
著
ヒ

、
他
地
方
は
概
し

て
微

々
た
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
東
京
大
阪
の
二
地
方
は
元
来
租
穐
賃
機
率
少
く
且

つ
戦
争
以
来
減
少
の
度

も
大
で
あ
っ
花
。
然
る
に
他
の
地
方
に
於
て
は
元
来
多
.き
負
澹
傘
が
、
戦
争
以
来
軽
減
せ
ら

る
る
所
が
少
か
っ
た

の
で
め
る
。

以
上
の
事
實
の
中
「
租
税
負
搬

の
牽
の
減
少
が
地
方
に
よ
り
異
れ
る
峯
を
注
目
せ
ね
ば
な
ら
諏
。
他
の
諸
地
方

は
、
大
阪
東
京
の
二
地
方
に
比
較

し
、
相
槍
貝
櫓
額
の
増
加
の
割
合
が
国
民
所
得
の
増
加
の
割
合
に
謝
し
相
対
的

に
大
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
大
阪
東
京
の
二
地
方
に
比
し
他
の
.地
方
の
租
竣

握
額
が
相
樹
的

に
大
な
り
喜

ば
、

共
人
な
ら
し
め
し
は
果
し
て
如

何
な
る
種
類
の
相
貌
な
り
や
、
更

に
研
究
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

大
正
八
年

の
直
接
税
負
推
牽
を
見
る
に
、
企
國
平
均
は
こ
二
五
%
、
而
し
て
最
低
ば
東
京
の

一
五
五
%
最
高
は

仙
毫
の
四
二
六
緬

に
し
て
後
者
は
前
者

の
二
十
八
割
に
當
る
の
で
み
る
。
而
し
て
直
接
國
撹
は
全
国
李
均

一
〇
四

%

に
し
て
、
最
低
東
京

の
九
三
堀
に
饗
し
最
高
仙
毫
の

一
一、一三
漏
は
約
+
四
五
割
ε
な
っ
て
み
る
。
結
局
面
接
國

穂
の
上
下
の
幅
四
五
割
は
直
接
枕
金
鵬
の
上
下
の
幅
十
八
割
よ
り
小
で
あ
る
か
ら
、
.租
税
負
撚
の
此
不
卒
均
を
惹

起
レ
怠
る
原
因
は
之
を
地
方
椀
に
求
む
る
外
は
な

い
の
で
あ
る
。
か
く
て
問
題
は
地
方
税
に
移
る
の
で
あ
る
。
更



ド

に
市
町
村
慌
を
見

る
に
金
園
の
七
四
堀
卒
均
に
謝
し
、
東

京
三
五
%
仙
皇

「
七
八
%
で
あ

っ
て
最
高
は
最
低
の
五

十

一
割
に
及
ん
で
み
る
。
故
に
租

税
負
塘
に
つ
い
て
は
地

方
視

の
研
究
特
に
市
町
村
税

に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
・

試
に
直
接
椀
全
胆
皿
の
中
、
府
…膳
椀
、
市
町
村
挽
よ
り
な

る
地
方
税
及
び
直
後
國
枕
が
如
何
な
る
割
A
欄
を
占
め
て

み
る
か
を
算
定
し
て
、
次
の
千
分
比
を
得
る
事
が
出
來
だ
。
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全
國
中
、
直
接
国
税
が
地
方
税
よ
り
多
く
を
占

む
る
は
大
阪
東
京
の
二
地
方
あ
る
の
み
、
而
し
て
其
他
の
地
方

に
於
て
は
、
殆

ん
ご
凡
て
地
方
税
の

一
部
分
た
る
市
町
村
税
が
遙
に
全
直
接
国
税
を
凌
駕

し
て
み
る
の
で
あ
る
。

思
ふ
に
商
工
業
所
得
が
中
.心
を
な
せ
る
地

方
殊
に
法
人
所
得
が
重
心

`
な
れ
る
地
方
に
て
は
、
固
視
が
過
年
を

占

め
地
方
税
の
割
合
は
比
較
的
小
で
あ
る
。
之
に
反
し
、
然
ら
ざ
る
地
方
に
於
て
は
、
地
方
税
殊
に
市
町
村
挽
の

質
権
が
大
に
し
て
延
て
は
塗
膜

の
租
税
負
撚
を
も
大
な
ら
し
め
て
み
る
。
而
し
て
相
反
し
た
る
二

つ
の
傾
向
は
年

ご
共
に
顕
著

ε
な

っ
て
み
る
。

第
六

結

論

以
上
、
我
国
に
於
け
る
租
視
負
撚
の
状
況
を

一
瞥
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
余
は
從
來
行
は
れ
た
る
標
本
調
査

の
外

に
悉
皆
大
量
観
察

の
統
計
方
法
ご
し
て
租
税
負
捲
の
地
方
別
研
究
を
試
み
た
の
で
あ

っ
た
。
而
し
て
凡
て
の

調
査
の
共
通
的
結
論

ε
し
て
、
商
業
者

ε
農
業
者
ご
の
租
税
負
撫

に
關

し
、
次
の
事
實
を
認
め
る
事
が
出
來
る
。

一
、
農
業
者
の
租
税
負
憺
は
商
業
者

に
比
し
人
な
る
帯

二
、
農
業
者
の
租
税
負
憺

の
大
な
る
は
、
國
視
其
者

よ
り
も
寧
ろ
地
方
椀
殊
に
市
町
村
税
の
多
額
な
る
に
原
因

す
る
事
.

勿
論
上
述
の
標
本
調
査
以
外
に
幾
多

の
標
本
調
査
の
方
法
も
あ
り
、
叉
大
量
観
察

に
し
て
も
余

の
試

み
し
地
方

別
研
究
以
外
に
荷
研
究

の
鯨
地

が
少
か
ら
ず
存
し
て
み
る
。
叉
上
述

の
研
究
の
物
艦
は
直
接
国
税
ざ
地
方
税
.ご
に

限
ら
れ
て
み
た
が
、
更
に
間
接
税
の
負
旙
に
至

っ
て
は
審

に
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
然
し
大
艦
に
於
て
農
民
ε

「観

苑
.

租
税
資
櫓
の
地
方
別
研
究

第
十
五
巻

(第
四
號

「
五
七
)

六
三
五



説

苑

租
税
貢
捲
の
地
方
別
研
究

第
十
五
巻

(第
四
號

一五
八
)

六
三
六

商
業
看

ε
の
負
櫓

を
比
較

し
た
心
算

で
あ

る
。

抑
も
我
国
の
税
制
は
一

間
接
税
を
除
き
て
考
ふ
れ
ば
一

直
接
國
税
ε
地
方
税
蓬
の
封
立
よ
b
な
b
、
而
し

て
直
接
國
椀
は
所
得
枇
ε
地
租
管
業
税
の
牧
盆
慌
ご
に
基
礎
を
置
き
、
地
方
税
は
戸
敷
割
を
中
心
ε
し
て
成
立
し

て
み
る
、
か
丸
で
財
政
理
論
の
上
に
於
て
は
租
税
制
度
の
大
殿
堂
が
嚴
然
存
し
、
公
李
質
権
の
理
想
も

…
鷹
は
貫

徹
せ
ら
れ
て
み
る
鐸
で
あ
る
。
撚
れ
こ
も
其
負
澹
關
係

の
内
部
に
立
入
り
調

べ
る
ε
、
理
論
を
裏
切
る
幾
多
の
不

都
合
な
る
事
實
が
伏
在
し
て
み
る
。
余
は
も
ε
よ
り
租
税
の
演
繹
的
研
究

の
必
要
を
認
む

る
も
の
で
あ
る
。
然
し

な
が
ら
其
適
用
に
限
度
の
あ
る
争
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
故
に
演
繹
理
論
を
試
み
る
ε
共

に
、
其
時
、
其
所
に

癒
す

る
蹄
納
的
研
究
を
絶

え
ず
積
み
、
以
て
理
論
の
足
ら
ざ
る
所
を
補
は
ね
ば
な
ら

の
。
本
研
究
の
目
的

ε
す
る

所
は
全
く
比
熱

に
存
ず
る
の
で
あ
る
。

最
近
我
国

の
税
制
は
大

に
改
め
ら
れ
文
雅
に
大
に
改

め
ら
れ
ん
ε
し
て
み
る
。
現
に
國
枕
に
於

て
は
所
得
挽
の

修
正
め
b
、
地
方
税
に
於
て
は
戸
敷
劉
の
改
正
を
見
た
の
で
あ
る
。
又
近
く
財
産
挽

の
新
故
、
管
渠
視
地
租
の
地

電

方
委
譲

を
機
ε
し
て
國
枕
地
方
税
の
杢
膿

に
謝
し
根
本
的
に
改
革
の
斧
が
加

へ
ら
"

る
事
で
あ
ら
う
、
從

っ
て
明

、

治
四
十
二
年
乃
至
大
正
八
年
の
租
税
負
憺
状
態
を
調
査
し
な
る
余
の
研
究
ε
は
、
多
少
異
り
た
る
負
憺
關
係
を
生

じ
叉
は
生
せ
ん
ε
し
て
み
る
か
も
知
れ
な
い
、
何
れ
に
し
て
も
我
が
国
民
緯
濟
は
食
糧
を
供
給
す
る
農
業
者
ご
其

他
の
人
々
ご
の
問
に
負
櫓

の
不
公
箏
の
無
い
様

に
努
め
ね
ば
な
ら
撮
。
而
し
て
此
か
目
的
を
達
す
る
矯
め
に
聡
に

机
の
上
の
立
案
を
な
す

に
止
ま
ら
す
、
租
視
貝
捲
の
實
際
統
計
数
字
に
つ
い
て
議
論
を
進

め
詑

い
も
の
で
あ
る
。

〔
一

一
、
七

、
九

)


